






































































1965 年度 3.5 54.2 47.1 42.2 5.1 48.2 41.2 46.6 8.7 38.4 29.4 53.0
1975 年度 1.5 41.6 32.5 56.9 2.6 41.0 33.1 56.4 5.3 38.8 29.1 55.9
1985 年度 0.9 40.6 31.8 58.5 1.3 39.4 32.0 59.3 3.0 34.9 27.2 62.0
1995 年度 0.7 34.2 27.2 65.2 0.7 38.7 26.3 60.6 1.7 31.6 23.6 66.7
2005 年度 0.4 30.3 26.0 69.3 0.6 29.2 24.0 70.3 1.1 27.2 21.6 71.7




















































































1985 年度 1.5 0.6 0.5 0.9 13.1 5.4 4.4 8.1 325.4 117.2 91.3 208.4 
1995 年度 2.4 0.8 0.7 1.6 21.8 8.4 5.7 13.2 512.5 160.9 120.3 339.3 
2005 年度 2.3 0.7 0.6 1.6 19.6 5.7 4.7 13.7 524.1 143.0 113.4 376.7 






















1985 19.6 7.8 5.8 11.2 240.1 84.0 64.3 143.9 5,836 1,933 1,397 3,344
1995 22.8 8.2 5.7 14.0 260.5 87.0 61.1 163.3 6,414 2,055 1,356 3,964
2005 22.0 7.0 4.8 14.2 255.4 69.2 48.9 174.1 6,151 1,607 1,065 4,133



























































生産（域内総生産） 20,025 億円 933 億円 20,380 億円
◎分配（所得）
姫路市 宍粟市 金沢市
所得（合計Ⅰ＋Ⅱ）：（b）－（a） -978 億円 +478 億円 -2,908 億円
・地域内所得：（a） 20,025 億円 933 億円 20,380 億円
・地域住民所得：（b） 19,047 億円 1,411 億円 17,472 億円
雇用者所得（Ⅰ）：（d）－（c） -168 億円 +122 億円 -1,190 億円
・地域内雇用者所得：（c） 10,988 億円 532 億円 9,806 億円
・地域住民雇用者所得：（d） 10,820 億円 654 億円 8,616 億円
その他所得（Ⅱ）：（f）－（e） -810 億円 +356 億円 -1,718 億円
・地域内その他所得：（e） 9,037 億円 401 億円 10,574 億円
・地域住民その他所得：（f） 8,227 億円 757 億円 8,856 億円
◎支出
（引き算が「分配」と逆） 姫路市 宍粟市 金沢市
所得（合計Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）：（a）－（b） +978 億円 -478 億円 +2,908 億円
・地域内支出：（a） 20,025 億円 933 億円 20,380 億円
・地域住民支出：（b） 19,047 億円 1,411 億円 17,472 億円
民間消費（Ⅰ）：（c）－（d） -61 億円 +125 億円 +1,093 億円
・地域内消費：（c） 11,513 億円 825 億円 11,177 億円
・地域住民消費：（d） 11,574 億円 700 億円 10,084 億円
民間投資（Ⅱ）：（e）－（f） +271 億円 -74 億円 -90 億円
・地域内投資：（e） 3,806 億円 194 億円 3,019 億円
・地域企業投資：（f） 3,535 億円 268 億円 3,109 億円
その他支出（Ⅲ）：（g）－（h） +768 億円 -529 億円 +1,905 億円
・地域内その他支出：（g） 4,706 億円 -86 億円 6,184 億円
・地域住民その他支出：（h） 3,938 億円 443 億円 4,279 億円
（出所）環境省、日本政策投資銀行、㈱価値総合研究所   
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